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in gea｢dagum / Peod-cy面ngaロ｢ym gef｢unon ｢聴け!我らは槍のデネたちが､古

の民の王たちが勲をたてるのを耳にした｡｣

イングランドと北欧とを結んだ北海

Viking時代にイングランドと北欧が結ばれていた=とは,

この連載で見てきたとおり｡アイスランドノルウェ-､スウェ

置テンと中世初期のイングランドとの関わりは､とても｣言で

語り尽くせるものではない｡ノルウェ｣の聖オ-ラ-ヴル王を

記念する教会St olaf Churchは､カンナ)アのWasdale

に今も残るし､ロンドンにすらSt olave Hart Streetがある｡

-方､現在のスウェ-デン南部にいたイェ｣アト族の王

子が主人公になった伝説が､イングランドに残された最古

の英雄伝説『ベ〇才ウルフ』である｡またイ｣スト･アング

リアのサットン･フ-から最も有名な船葬墓が出土し､スウ

エ｣デンのヴェンデル地方の鉄器時代の武具とそっくりのも

のが発見された｡

けれども､英語の祖国イングランドに最も近い北欧といえ

ば`.やはりテンマ｣ク. =れは単に地理的な近さだけの話

ではない｡デンマ-クは中世北欧の中でイングランドとの繋

がりが最も密接だった国なのだ｡

匹-*ウJL;瑚詩人が蕗都去説�R����ﾔｧd`

『ベ〇才ウルフ』の冒頭で､詩人は次のように聴衆に呼

びかけている｡
い(こしえ

｢聴け!我らは,槍のデネたちが､古の民の王たちが勲を立

てたことを耳にした(Hwa∋t! We Car-Dena in gearda卯m　{､師

beod-cyninga brym ge血unon)｣という一節から英雄叙(力

事詩は始まる｡古英語を話す人々は､デンマ-ク人の｣体　　か

どんな勲を耳にしていただろう｡　　　　　　　　　　　　た

テンマ-クでは､中興の祖であるシュルド/スキョルドル(と

(Scyld/Skj�ﾆG"�+x,�.ﾘ+�(�*8,h*(*Ikﾈ/�鰄,(唏*ｨﾋｸ.ｪ@

国を富ませた､と｢ベ｣オウルフ』詩人は語る｡スキョルド　《 ]

ルは､古英語ではScyld Scefingすなわちシェフの息子シ　　0

ユルドと記された｡シュルドは､『ベ〇才ウルフ』中で｢はじめ､

寄る辺ない身の上として兄いだされ,後に雲の下で成長し｣

て王となり､デ-ン王朝の基となったと語られる｡

｢寄る辺ない身の上｣とは謎めいた表現だ｡後世の年代

記記者の書物には,この謎の答えが記されている.ウェセッ

クスの有力者エセルウェアルt``` (4]thelweard, 1000年頃没)

の手に依るラテン語の年代記は､スコ-ネに打ち上げられ

た小舟の中に男の子が見つけられ､土地の人たちにシェフ

と呼ばれて養われたこと､その小舟には多くの武具が｣緒

に載せられていたことを記録する｡ -方へマ-ムズベ,)のウ

イリアム(Wi‖iam of Malmesbury, 1143年没)の『イン

タイトルイラスト=JUNAMM

グ
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14上)イ-ヴァルたちの命

令で.矢で射殺されるエドマ

ンド王

--- ;環_㌫= ,*-=i㍉_ =秦-f_ス/¥一卜�

聖工トマントの生涯1130年頃

ヘリ〇･セント･エドマンズ修道院(Pie｢pont

Mo｢gan Library, MS in.736 foI,9v.)ラグナル

が殺されたことを聞きへイングランドに渡るイ-ヴ

ァルらのヴァイキング船団

初めて活字に刊行されたエセルウェアルトの　年代

記　も含む､ヘンiノ葛･サウィル編　ヒート以後のイ

ングランドの事績についての主要善書:最古の写本
ニ:-ろの初の編集刊行

Henry Savile, ed Rerun Ang//'carum ScrJptores

posf Bedam P雁c/pu‘, ex Ve如sf/ss/’m/s Cod/c/’bus

Manuscrlptls nunc Primum in Lucem EditI_
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嘉蒜藷蒸篭躍藷藤
ラ王の使者185了年

父親がエッラ王に殺された知ら　3行目Ragna｢s s.

せを受ける,息子たち.玉座に　Lobbrokar ｢粗毛ズボンのラグナルの｣､ Eachut en helga ｢聖

座るのは恐らくイーヴァルだろう　エドマンド｣の名力確認できる. Fie所tjav叱AM MS ｢13a. fol. 1v.

グランド人の事蹟』によると､スカンテイナヴイアのスカンザと
(いう島に権を失った小舟が流れ着5.その中に幼いシェフは

眠っていたという｡頭のところに麦の穂(現代英語sheaf)

､が置いてあり,そこで,彼はシェフ(古英語Scef)と呼ば

れたのだという｡こうしてみると､ 『ベ-オウルフ』の冒頭で詠

われるシュルドの｢寄る辺のない身の上｣とは父親シェフのこ
く　とで､伝説が混ざり合ったか省略されてしまった感がある｡

しかし､もっと重要なことに,このシェフは､イングランドの

(王の祖先だと信じられていたのである｡アングロ･サクソン

の王の系譜を伝える年代記は､ウェセックスやノ-サンブリ

アの王はウオーデンに遡るとする｡水曜日Wednesdayの

名の由来になったゲルマンの神様だ｡しかし､そこから6

代遡ると､スウェ-デン南部のイェ｣アト族の高祖イェ-ア

(ト(Geat)の名が認められる｡さらにエセルウェアルドのラ

テン語の年代記では､このイェ-アトが､シェフの子シュルド

の曾孫だと記されているのである｡伝説のデンマ-クの中

興の祖が､イングランド王の系譜に名を連ねているわけだ｡

1PンクランFT殺到tた.

デンマーク王ラグナIレの伝説と歴史

同じデンマ-クの伝説の王でも､粗毛ズボンのラグナル

(Ragnarr Loabr6k)になると話が変わる.粗毛ズボンのラ

グナルはへ古い伝説では竜殺しの英雄だった｡だが, 9世

紀半ばに活躍したデンマークのヴァイキング王のRagnarr

と､中世末期に至るまでに同-祝されるようになったらしい｡

あるいは逆に､中世のヴァイキングの英雄が､竜殺しの英

雄に格上げされたのかも知れない｡

9世紀のラグナルはノーザンプ)アの王エツラ(幻lla, 867

年没)によって毒蛇の穴に入れられたという｡しかし､勇気

を示すラグナルは北欧神話の神々の宴に行くことを誇らしげ

に宣言する歌を歌って絶命する｡ラグナルの息子である｢骨

なしイーヴァル(壬varr beinlauss Ra卯arsson,生没年不

明)｣とその弟たちは,父の死を伝え聞き､仇を討つため

にイングランドにやって来たという｡ 『アングロ･サクソン年代制

は簡潔に記録を留めるにすぎないが､ 867年､ヨ-クでの

イ-ヴァルたち北欧人との戦いで､エツラは殺される｡その

ままラグナルの息子たちは,イングランド中部の王国マ-シア

を通り､イ-スト･アングノアへと南下する｡

イングランド南東部イ｣スト･アンダ)アにあるBury-St-

Edmundsは,聖エドマンド王(St Edmund, 869年没)を

記念する町だ｡異教徒のヴァイキング､イ-ヴァルたちに殺

されたエドマンド王はギ)スト教の聖人にされたのだった｡縛



子¥-ラル青壷王v-jルーン転叉　　　　　　　/¥-フル百四エVJルーン露文*v-/裏

テンマ-クのイェリングにて　　　　　　　　のキリストの撰別図

ル葛ン碑文は｢父ゴルムと母テユ-ラを話　キリストの体を蔓草のような植物

念して､ /¥-ラルがこれを立てさせたo /¥がとり巻いているか､ =れは木に自
-ラルは全テンマ喜クとノルウェ-を勝ち取　分を吊した北欧神話の神オ-ジン

り､テンマ-クをキi)スト教団にした｣とある　を模しているという説がある

藻蓋

調テルの父コルムか妻テユ-ラ

れたoルーン碑文は､ ｢ゴルム枚

テンマ-クを飾りたる妻テユ-ラを

記念して立てた｣とある｡中世の

夫婦愛のお手本だ

ハ喜ラル青替玉はイ工リンクではなく

ロスキレ(Rosk闇e)で政務をとった

現在､ロスキレにはヴァイキング船

の博物館があり､復元されたヴァイ

キン?船の乗り'L.地��ﾈﾋ�,SX.�

ハ-ラル青苗王やスウェイン双髪王か三二三

隊�ｮ譎�ｸ,�+X+ﾗHﾋ�.ﾘ.｣cv�ﾃt､ﾈ5どF�ﾃﾂ�r褞

(Aggersborg)�ｩUｰ

大通りと町の中心�麌+r｣ﾘ*ｨﾊ�*h.定､8*｠

近い｡ここからヴァイキング行に船出したのだ

られた王は数多くの矢に射し貫かれて殺されたという｡こ

の言い伝えはアイスランドの賢者アリによって書かれた『アイ

スランド人の書』 (islendingab6k, 12世紀初)にも言及さ

れていることから､北欧人の間でもかなり有名な事件だった

ようだ｡

デンマークの記念碑:
小一ラル青苗王のIレーン碑文

伝説を身に纏う王ラグナル亡き後､デンマ-クのキリ

スト教化を図ったハーラル青歯王(Haraldr blatQm

Gormsson,現代デ語Harald blatand Gormsen)は､自

分の両親を記念し､かつ自分の王権を主張する､巨大な

絵画石碑をイゴノング(Jelling)に立てた｡ル-ン文字は､

ハ-ラルが全デンマ｣クとノルウェ-の支配を手中に収めた

ことを記している｡ ｢ハ｣ラ)レ王は,父ゴルムと母テユ-ラを

記念し､これを立てさせた｡ハ｣ラ)レは全デンマ｣クとノル

ウェ-を勝ち取り､デンマ賀クをギ)スト教国にした｣とある｡

十字に手を広げるキリストのレリ-フは､同じく木に自らを架

けた北欧の異教神オ｣ジンをもじったものだとする説もあるほ

どに､異教的な香りも残っている｡もちろんへデンマ-ク生ま

れのIT無線規格Bluetoothは､このハーラル王の渾名｢青

アツゲルスホルクの漫元図

48軒のロングハウスがあっ

たとされる

歯王｣に由来する｡コンビュ-タ時代に生きる私たちは知ら

ず知らずにヴァイキング王由来の機器を使っているのだ｡

イ>7ランFE擁aった7"7イキ>,"�ﾈﾉ9ﾐ

ハ｣ラル王をその王座から追い出したのは､他でもない､

彼の息子のひとりスヴェイン双髭王(Sveim Tj丘guskegg,

Svein Forkbeard, 986頃一1014年)だ｡連載第4回目

でも解介したト丁)エッグヴイの息子オ-ラ-ヴル王と手を組み､

ロンドンを攻め続けたことでも知られる｡ついに1014年には､

誰もなしえなかった､イングランド王の追放を実現し､替わ

って自分がイングランド王となりかけたが､謎の急逝をする｡

妻エマの実家であるノルマンディ-に亡命していた時のイン

グランド王エセルレッド無策王(978-1016)は一時帰国する

も､まもなく他界｡エセルレッドの前妻との息子のエドマンド

剛胆王(1016年没)が父親の跡を継ぐが､すぐにあとを追

うように亡くなる｡すでにエドマンドと和平を結んで,イングラ

ンドの共同統治を始めていたクヌ｣トル(スヴェインの息子､

クヌート､カヌートとも;Kn帥r, 1035年没)が､必然的にイ

ングランドのすべてを統治する王となったoクヌ-トルは.未

亡人となったエマと結婚する｡この結婚によって､デンマー

ク人であったクヌ-トルにも正当な王位継承権が渡った｡イ
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キリスト教に帰依した姿で.イン?ラ>ド

王の権威を示している｡エマはノルマンデ

ィ-公爵リチャ葛ド一世の娘｡古英語では

便宜gyfuと呼ばれた｡ Liber Vi書ae, (1031)i

London, British Library, Stowe MS 944,

fo1 6

コトウインの息子ハロ

ルドのインクランドの王

ハロルド二世としての

戴冠式
Bayeux ~ねpestryより

ングランド人以外の人間が､イングランド全土を掌握し,王

(として支配するのは､クヌ-トルが初めてだ｡ 『ベ-オウルフ』

の冒頭では､イングランド人たちは｢デ-ン人の王の勲を聞

いて知っている｣と詠われていたが､ついにイングランド人

の眼前で,テンマ-クの王家から軍功と姉智に長けた王が

現れたのだ｡

クヌ葛トルが王座に就くことで､イングランドの社会体制

にも北欧的なものが入り込んできた｡それは､階級社会

イングランドにあって､貴族の爵位を表す語彙に今も残っ

ている｡王の次に高い地位の公爵･公爵夫人はDuke,

Duchess｡次の侯爵･侯爵夫人はMarquess (英国以

弓匝Marquis), Marchioness (英国以外は同量arquise) ｡

どれもフランス語からの借入である｡ところが伯爵･伯爵夫

I　人になると､英国以外はcount, countessであるのに､英

(国の伯爵(男性)だけはearlと呼ばれる｡この語は､本

来は｢貴人､戦士｣を意味する古英語eorlに由来し､
〈古北欧語で｢広い土地の領主｣を意味するjarlと同語源

語(cognate)でもある｡そしてクヌートルは､古英語eorl

に当時の北欧語と同じ意味を持たせて､王に次ぐ地位を新

殺したのだ｡彼らはイングランドの旧王国ノ-サンブ)ア､マ

音｣シア､ウェセックス､イ-スト･アンダ)アをどを治める新し

イン?ランドに侵攻するノ,_ir

マンティー公ウイリアム

かくして古英語を話す王は

イングランドから消えた｡

Bayeux丁apest｢yより

い権力者として王を補佐する役目を担った｡

クヌ-トル亡き後､クヌ-トルの息子であるハロルド兎足王

(Harold Haref○○t, 1015頃-1040)､ハルザクヌートル(ハ

ルデクヌートHaraakndtr, Harthacnut,在位104042)が

相次いで王位を継ぐが､彼らに子はなく､デ-ン王朝はハ

ルザクヌ-トルの死を持って三代で終わる｡ハルザクヌ-

トルの異父兄であるエドワード(Edward the Confessor.

1066年没)が､亡命先のノルマンディ-から呼ばれて王位

に就くが､エドワ-ドの死後､ウェセックスのeorlであるゴ

ドウイン(Godwine, 1053年没)の息子ハロルド(Harold,

1066年没)が､最後のアングロ･サクソン人の王ハロルド

二世となる｡彼の母はデンマ葛ク人女性ギュ-サ(G)丁tha.

1069年頃没)でデ-ン人の血を受け継いでいた○しかし､

ヘイスティングズの戦いでノルマンディ-公爵ウイリアムに敗

れ､イングランドはノルマンディ-公爵のものとなる.けれど､

ヴァイキングの血がイングランド王家から廃れたわけではなか

った｡フランス語を話すようになったとは言え､ノルマンディ

ー公爵は､元々はヴァイキングだったロロ(Rollo, 931年頃

没)の子孫だったからだ｡イングランドと英語は､北海を巡

ってきたヴァイキングと戦い､ヴァイキングに飲み込まれ､そ

してヴァイキングを飲み込んで今日の姿になっていったのだ｡
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